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LinkLabelコントロール
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★ ★ ★ ★ ★

・この記事で取り上げたソースコードおよ
びサンプルプログラムは、付録CD-ROM
の¥DOTNET¥SMALLディレクトリに
収録しています。

¥ENVIRONMENTSAMPLE
Environmentクラスを使用するサンプル

¥LINKLABEL2A
アイコンの表示

¥LINKLABEL2B
関連付けアイコンの表示

★ ★ ★

✓
前回のおさらい

本連載は、Visual Basic .NET

（以下VB.NET）の標準コントロー

ルにスポットを当て、とことん使い

込んで、その機能や役割を探って

ゆきます。

前号ではLinkLabelコントロール

を使用して、以下のような処理を

行ないました。

①LinkLabelコントロールを使った

リンク先の表示

・コントロールの初期値の設定

・リンクの表示

・リンク先の表示（System.Diagno

stics.ProcessクラスのStartメソ

ッドを使用したプロセスの起動）

・設定した文字列内のリンクエリ

アの設定

・単一のLinkLabelコントロールへ

の複数のリンクの表示

②LinkLabelコントロールを使用し

たランチャーの作成

・System.IOネームスペース内の

クラスを使用したファイルやフォ

ルダの列挙

・LinkLabelクラスの動的なロード

・Panelコントロールをコンテナに

する方法

・AddHandlerステートメントを使

用したイベントハンドラへの関連

付け

作成したのは図1のようなUIのラ

ンチャーです。ですがこのランチャ

ー、サンプルで作成したものにしろ

図1：前号で作成したランチャー
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何かすごく物足りない気がしたので、今回はもう少し手

を加えてみたいと思います。

ディレクトリの指定を
ComboBoxで！

今の状態では、テキストボックスへディレクトリを手

入力して指定しなければなりません。これをComboBox

にして、クリックだけでディレクトリを指定できるよう

にすると便利ですね。まずはこれを実装してみましょう。

仕様を決めてみる

「ComboBoxでの指定」という小さな処理ですが、こ

のような処理を行なう際にも仕様はしっかりと決めてお

いたほうが後々楽です（はじめにしっかり決めてないか

ら、今ごろテキストボックスからComboBoxへ変更した

りしています……）。

ここでの仕様は、以下のようなものにしましょう。

仕様1sComboBoxの初期値はルートのドライブ表示

仕様2sComboBoxが開かれたときにすべてのアイテム

を削除し、ComboBoxの現在の値をルートにし

てディレクトリを列挙し、アイテムを再構築

仕様3sButtonのイベントではなく、ComboBoxの値が

変更された際にファイルやフォルダを列挙し、

LinkLabelで表示

UIの変更

仕様がめでたく決まったところで、

・フォームのテキストボックスを削除する

・新たにComboBoxコントロールを追加する

・Buttonコントロールを削除する

といったUIの変更を行ないます（図2）。ComboBoxの初

期値を“ルートのドライブ表示”とするのは、コントロ

ールの初期値を設定するSetInitialValueプロシージャで、

テキストボックスへ値を代入していた部分をComboBox

に変更するだけです（リスト1）。

ルートのドライブを取得するには、Environmentクラ

スのSystemDirectorプロパティで“システムドライブの

パス”を取得し、その値をPathクラスのGetPathRootメ

ソッドの引数にすればよいのでしたね（Path.GetPath

Rootメソッドは、指定したパスのルートディレクトリ情

報を取得できます）。

ComboBoxへアイテムを設定する

続いて、ComboBoxコントロールのテキストに設定さ

れたパス文字列をルートにし、ディレクトリを列挙して

アイテムを再構築する処理を作成します。この処理は、

ComboBoxのDropDownイベントプロシージャで行なう

ことにします（リスト2）。

ここではまず、ComboBoxコントロールの現在のアイ

テムをClearメソッドですべて削除しています。

次に、DirectoryInfoクラスのコンストラクタへCombo

BoxコントロールのTextプロパティの値を渡して初期化

し、インスタンスを作成します。DirectoryInfoクラスの

コンストラクタへ渡したパスが不正である場合には、こ

図2：新しいUI

Protected Sub SetInitialValue()
' Panelのスクロールバーを表示
Panel1.AutoScroll = True

' ComboBoxのデフォルト値を
' システムドライブのルートパスにする
ComboBox1.Text = _

Path.GetPathRoot(Environment.SystemDirectory.ToString)
End Sub

リスト1：コントロールの初期値の設定




